
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元の主な指導事項 

   主な指導事項（記号） 

知識及び技能 （２）情報の整理 イ 

思考力・判断力・表現力等 Ｂ：書くこと 考えの形成ウ  記述エ 

 

 

 

  

  

  

資料から情報を読み取り、引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、資料と自分の考

えを関連付けて文章を書く力 

書く力 

 

本単元で身に付けたい力 

言語活動とその特徴 

○複数の資料からそれぞれの情報を読み取り、目的に

合った資料を選択し、読み取った情報を活用して安

心・安全な学校について呼びかけるポスターを作る。

どの資料からどんなことが分かるのか、資料からど

んなことを考えたのか、資料を比較したり、資料と

自分の考えを関連付けたりしながらポスターを作

り、どのポスターがよく伝わるか、それはなぜか友

達と交流する。そうすることで、資料を読み取るだ

けでなく、相手に自分の考えを伝えるために効果的

に資料を活用することができるようになると考え

る。 

教材の特質 

○本教材は、４つの資料から情報を読み取り、

既存の文章の空いている部分を埋めたり適切

な資料を選択したりして、空欄のある文章と

ポスターを完成させるものである。資料を読

み取ることはできても、資料を自らの表現に

活用することについては苦手意識を持つ児童

もいる。本教材は、そうした児童にとっても

負担感なく取り組める教材である。 

○４年生の「目的や形式に合わせて書こう」では、目的と形式に

合わせて資料を選び、災害に備えて家族で気をつけることのポ

スターを作る学習をしている。５年生６月の「新聞記事を読み

比べよう」では、記事と写真とを関連付けて書き手の意図を考

え、ある新聞記事の見出しを考える学習をしてきた。 

○昨年度の高知県学力定着状況調査の「書くこと」の領域「目的

や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること」の問

題では、正答率６７．１％で資料から情報を読み取り、引用し

たり活用したりして文章を書くが十分に身に付いているとは

いえない。そのため、友達との学び合いを重視しながら、書く

ことの力を付けていきたい。 

児童の実態 

○第一次では、単元のゴールで自分達の学校をより安心・安

全な学校にするための方法として、呼びかけ文やポスター

を作るという目的意識を持たせる。そして、そのためには

どんな学習が必要なのか自分達で考えて学習計画を立て、

主体的な学びを目指していく足掛かりとする。 

○第二次では、教科書にある資料を使って情報を読み取りつ

つ、複数の資料から自分の考えを伝えるために効果的な資

料を選択し、自分達が作る呼びかけ文やポスターを書いて

いく。 

○第三次では、資料から読み取った情報をもとに安心・安全

な学校にするための呼びかけ文やポスターを完成させる。 

 

国語科単元構想図  高知県四万十市立中村小学校 第（５）学年 単元名（ 呼びかけよう！安心・安全な中小を目指して）「資料を生かして考えたことを書こう」東京書籍   授業者（ 池谷 康史・平野 幸 ） 

単元の目標 

資料から情報を読み取り、読み取った情報を活用して、文章を書いたり資料を選択したりすることができる。 

単元の系統性 

第４学年「目的や形式に合わせて書こう」目的と形式に合わせて資料を選び、ポスターを完成させる。 

第６学年「資料を生かして呼びかけよう」目的に合った資料を活用して、自分の考えを述べる文章を書く

こと。 

中学第１学年 Ｂ書くことウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫するこ

と。 

                     学習過程 

①学習課題をつかみ、学習の見

通しを立てる。 

②ポスターに活用する資料を集

める。 

 

③資料の読み取り方を考え、そ

れをもとに情報を読み取る。 

④読み取った資料の情報をも

とに呼びかけ文を書く。 

⑤読み取った資料の情報をも

とにポスターを書く。 

⑥⑦安心・安全な学校にするた

めの呼びかけ文やポスター

を完成させる。 

⑧完成したポスターを使って

交流し、単元を振り返る。 

主な学習活動 指導上の留意点 

○「目的や形式に合わせて書こう」「新聞記事を読み比べよう」での学

習を想起させ、安心・安全な学校についての呼びかけ文やポスター

を書くことの見通しを持たせる。 

○これからどんな力が必要か考えさせる。 

 

○４つの資料を分類し、写真資料や数値を用いた資料などの読み取り

方を確認し、読み取った情報を整理させる。 

○「動物の体と気候」の学習を想起させる。 

○資料から読み取ることができる情報をもとに文章を書かせる。 

 

○見出しや配置を考えさせながら、ポスターを完成させる。 

○自分の考えが書かれているのか、資料と文章が合っているのか、見

出しの工夫などに着目させ、交流する。 

○単元を振り返り、身に付けた力を確認して今後の学習への見通しを

持たせる。 

本単元終了時の目指す児童の姿 

自分の意見や考えを相手に伝える時には、資料は効果的であることを実感している姿。 

複数の資料を比較し、目的に合った資料を活用しようとしている姿。 

 

複
数
の
資
料
か
ら
情
報
を
読
み
取
り
、
選
択
し
、
読
み
取
っ
た
情
報
を
活

用
し
て
、
安
心
・
安
全
な
学
校
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
書
く
。 

研究主題に関わる授業づくりのポイント 

 資料から読み取った情報を根拠にして、自分の考えにつなげ、文章を書く力を身に付けさせたい。そのためには、「ど

の資料にも当てはまる読み取り方」と「資料の種類に応じた読み取り方」の二通りの読み取り方を学ばせる。「どの資

料にも当てはまる読み取り方」としては、題やキャプションから何についての資料かを読み取ることが挙げられる。「資

料の種類に応じた読み取り方」としては、写真資料の読み取り方と数値を用いた資料の読み取り方がある。写真はアッ

プとロングのどちらで撮られているのか、何を伝えたい写真なのか、どのような項目に対してどのような数値が挙げら

れているのか、特に大きな数値や特に小さい数値、数値が変化して部分などを資料を読む時の着眼点としておさえる。 

 また、安心・安全な学校についての呼びかけ文やポスターを作る際には、複数の情報を提示した上で、活用する資料

の数を限定する。活用する資料の数を限定することで、それぞれの資料から分かることを整理し、資料と資料を比較し、

自分の考えと関連付けて資料を選択すると思われる。資料の整理、比較、選択、活用する力を身に付けることが、研究

主題にある「目的に応じて必要な内容を整理し、自分の考えを明確にして書く力」を高めることにつながると考える。 

 

研究主題：目的に応じて必要な内容を整理し、自分の考えを明確にして書く力を高める学習指導の在り方 

－学習過程の工夫と情報の扱い方に関する指導を通してー 

 

言語活動 

学
習
目
的
の
理
解
と
見
通
し 

理
解
と
表
現
の
螺
旋
的
な
学
び 

表
現
活
動
・
単
元
の
振
り
返
り 

第
一
次 

第
二
次 

第
三
次 

指導観 



指導と評価の計画（全８時間） 

学習過程 

学習課題《 安心・安全な中小を目指して、呼びかけ文やポスターを作ろう 》 

○指導目標 

・学習内容、学習活動 
評価規準（評価方法） 

第
一
次 

１ 

・ 

２ 

学
習
の
見
通
し 

題
材
の
設
定 

情
報
の
収
集 

○ゴールを確認し、学習の見通しを持つことができる。 

・４学年の「目的や形式に合わせて書こう」や５学年の

「新聞記事を読み比べよう」での学習を想起し、これ

からどんな力が必要かを考える。 

・安心・安全な学校に向けて呼びかける方法を考える。 

・安心・安全な学校に向けて、必要な情報を集める。 

 

 

関資料から情報を読み取り、読み取った情報をも

とにポスターを作ることに関心を持ち、これか

らの学習に意欲的に取り組もうとしている。 

           （ノート・観察） 

 
 
 

第
二
次 

３ 

本時

① 

内
容
の
検
討 

 
 

 

○資料（写真・グラフ・総量）の読み取り方の観点を考

え、それに当てはめて資料から情報を読み取ることが

できる。 

・４つの資料を写真資料と数量を用いた資料の２つに分

類し、それぞれの資料から分かる情報を整理する。 

・集めた資料から分かる情報を整理する。 

・複数の資料から、目的に合った資料を選択する。 

書資料の読み取り方の観点を考え、資料から情報

を読み取り、読み取った情報を整理している。 

           （ワークシート・発言） 

４ 

本時

② 

考
え
の
形
成 

記
述 

 
 
 

 

○読み取った資料の情報をもとに文章を書くことがで

きる。 

・Ｐ100・101の文章とＰ99の資料を比べ、空欄に入る

文章を考える。 

・選択した資料から分かる情報をもとに、呼びかける文

章を書く。 

書資料を活用した文章の書き方のポイントを考

え、読み取った情報をもとに文章を書いている。 

           （ノート・発言） 

５ 
記
述 

○読み取った資料の情報をもとに木谷さんのポスター

を完成させることができる。 

・Ｐ99の資料とＰ100・101の文章、Ｐ102のポスターを

比べ、ポスターを完成させる。 

書写真やグラフなどの資料を効果的に用いて、自

分の考えが伝わるようなポスターを完成させて

いる。        （ポスター） 

 

第
三
次 

６ 

・ 

７ 

 

構
成
の
検
討 

記
述 

推
敲 

○資料から読み取った情報をもとに呼びかけ文やポス

ターを書くことができる。 

・それぞれの資料から分かる情報を整理する。 

・選択した資料から読み取った情報をもとに安心・安全

な学校に向けて呼びかける文章を書く。 

・選択した資料、その資料から読み取った情報をもとに

安心・安全な学校に向けて呼びかけるポスターを書

く。 

・見出しや配置を考えながらポスターを書く。 

 

書複数の資料から情報を読み取り、資料を選択し

て、資料から読み取ることができる情報をもと

に書くことを決め、目的や意図に応じた文章を

書いている。     （ノート・発言） 

 

書写真やグラフなどの資料を効果的に用いて、自

分の考えが伝わるようなポスターを完成させて

いる。        （ポスター） 

８ 
共
有 

○完成したポスターを使って、友達と交流し、感想を伝

え合うことができる。 

・自分達のポスターと他のグループのポスターを比べ共

通点や相違点、良さを見つける。 

・学習を通して、培った力を考え、単元を振り返る。 

書資料から読み取った情報をもとにポスターを完

成させることができたか、友達と話し合ってい

る。（ノート・観察） 

 

 

 

 

主体的・対話的で、深い学びの実現に向けた授業改善の手立て 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次 

  教科書にある木谷さんのポスターを完成させることを通して、資料の読み取り方をおさえ、相手に自分の考

えを伝える時には、図やグラフなどの資料を活用することが効果的であることを理解する。そのことを、実際

にポスターを書く時の手立てとする。 

児童の思考の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの学習を想起させ、学習課題をみんなで考える時間を設定する。 

・単元の導入で他校の５年生が作成したポスター（統計グラフコンクールの受賞作品）を提示し、資料を活用し

たポスター作りに関心を持たせる。 

・自分にどんな力がついたのかが分かるような振り返りを書かせることで、学びの自覚化を図る。 

・各グループにホワイトボードを用意し、対話の活性化を図る。 

・自分達の学校生活に関わることで全校に呼びかけるポスターを書くという単元のゴールを設定し、相手意識や

目的意識を高めていく。 

・資料の種類に応じた読み取り方を確認しながら話し合ったり書いたりしていく。 

 （写真資料の読み取り方） 

  ①写真に写っている対象や場所をとらえる。 ②アップとロングのどちらで撮られているかに着目する。 

  ③写真の中心は何かをとらえる。 ④どのようなことを伝えたい写真か考える。 

 （数値を用いた資料の読み取り方） 

  ①どのような項目に対して、どのような数値が挙げられているかをとらえる。 ②特に大きな数値、また、 

  数値が変化している部分など、他と異なる部分に着目する。 ③挙げられている数値から、どのようなこと 

  が読み取れるか考える。 

教科書の資料を見ると、写真の資料と数値を使った資料があるね。読むポ

イントがちがうかも。 

資料を読む時には、どんなポイントに気を付けて読めばいいのかな。 

読むポイントが分かったから、集めた資料から情報を読み

取ってみよう。 

 安心・安全な学校に向けて呼びかけるために必要な資料はどれかな。 

選んだ資料を効果的に使うには、どうしたらいいのかな。 

資料と関連付けて、安心・安全を呼びかけ文を書け

ばいいね。教科書を参考にするといいね。 

選んだ資料を使って、安心・安全を呼びかけ文を書いてみよう。 

これまで学習したことを使えば、安心・安全を呼びかけること

ができそうだ。 

この資料に合う見出しは、これにしよう。配置は、この資料を一番上にし

ようかな。この資料から分かる情報はこれだから、呼びかける文は・・・。 

 これでみんなが安全な行動が大事だと思えるかな。 

 もう一度、ポスターの構成や見出し、呼びかける文を見直

してみよう。 

 ポスターが完成したぞ。これで、みんなが安全な行動を心掛けると思う。 

 他のグループは、どんな資料を使って、どんなポスターを作ったのか、気に

なるな。 



本時の指導 ①  （５年１組）       指導日 令和元年 ７月 11日（木） ４校時   

（１）本時の目標 

資料（写真・グラフ・総量）の読み取り方の観点を考え、それに当てはめて資料から情報を読み取ること

ができる。       

（２）展 開 

学
習
過
程 

学習活動 
主な発問（※） 

予想される児童の反応（○） 

指導上の留意点（△） 

評価（☆） 

見
通
す 

１．単元のゴールを確認

し、予習を確かめる 

２．めあてを確認する。 

 △単元の流れを共有し、予

習を確認する。 

思
考
・
判
断
・
表
現
す
る 

３．予習をもとにして、

４つの資料を２つに分

類する。【個人】 

 

４．４つの資料それぞれ

から分かる情報を読み

取る。 

【個人】→【グループ】 

 

 

５．話し合ったことを共

有する。 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．集めた情報から自分

達の伝えたい内容に応

じた資料を考える。 

    【グループ】 

 

 

 

※４つの資料を２つに分けてみましょう。 

○写真がある資料と数字で表している資料の２

つに分けられるね。 

 

※それぞれの資料からどんなことが分かるの

か、班で話し合ってホワイトボードにまとめ

ましょう。 

○資料（１）の写真から、海岸には人が捨てた

ごみがたくさんあることが分かるね。ロング

で撮っているから、それが分かるね。 

〇資料（２）のグラフからは、海岸や河原に捨

ててあるごみの中で一番多いのが発砲スチロ

ールのかけらだということが分かるね。どん

なごみが捨てられているのか分かるね。 

○資料（３）からは、１年間で回収されたごみ

がすごくたくさんあることが数値から分かる

ね。 

〇資料（４）からは、人が捨てたごみによって

他の動物に悪影響を及ぼしていることがわか

るね。この状態だと、えさが食べられないか

ら命を落とすかもしれないね。 

○数値を使っている資料は、何がどれくらいか

具体的で分かりやすいから相手によく伝わる

ね。 

○写真は、一目で何か分かるからいいね。 

 

※自分達が集めたいくつかの資料からポスター

に使う資料を３つ班で話し合って選びましょ

う。その時に、なぜその資料を選んだのか理

由を明らかにしながら話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

△資料のどこからどんなこ

とが分かったのか、話し

合う視点を明確にさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△１グループ資料を３つ選

ぶことを確認する。 

☆資料の読み取り方の観点

を考え、資料から情報を

読み取り、読み取った情

報を整理している。【書】 

（ノート・発言） 

振
り
返
る 

６．今日の学習を振り返

る。 

 

 

 

※グループでなぜその資料を選んだのか、ノー

トに理由を書きましょう。 

○グラフは数値が書かれていて、けがをした人

がどれほど多いか分かるから。 

○写真だと、けががひどくて気をつけないとい

けないことが一目で分かるから。 

△学習したことを活用して

自分が選んだ資料とその

理由を振り返りに書かせ

る。 

 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）準備物 

  Ｐ99の資料（１）～（４）（拡大）、Ｐ99の資料（１）～（４）（各グループ）、移動式ホワイトボ

ード（６つ）、各グループで収集した資料、付箋 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

 それぞれの資料からどんなことが分かるかな。資料の良さを生

かして、目的に合った資料を選ぼう。 

        
 

写
真
の
資
料 

 
 
 
 
 

数
値
を
用
い
た
資
料 

                  
 

呼
び
か
け
よ
う 

安
心
・
安
全
な
中
小
を
目
指
し
て 

め
あ
て 

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
分
か
る
か
な
。
資
料
を
選
ぶ
時
の
ポ
イ
ン

ト
を
見
つ
け
よ
う
。 

 

 

資
料
（
１
） 

 

資
料
（
４
） 

 

資
料
（
２
） 

 

資
料
（
３
） 

一
目
で
分
か
る 

具
体
的
で
分
か
り
や
す
い 

振
り
返
り 

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
か
け
ら
が
一
番
多
い 

小
さ
い
ご
み
が
多
く
を
占
め
て
い
る 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

２
０
１
１
年
の
資
料 

円
グ
ラ
フ 

海
に
は
多
く
の
ご
み
が
あ
る 

多
く
の
人
が
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い
る 

海
岸
の
環
境
が
悪
く
な
っ
て
い
る 

ロ
ン
グ 

海
に
は
多
く
の
ご
み
が
あ
る 

た
く
さ
ん
の
人
が
回
収
作
業
を
し
て
い
る 

例
え
が
あ
る
（
１
０
台
分
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
２
０
１
１
年
の
資
料 

全
体
の
重
さ
や
合
計
の
人
数 

人
間
の
捨
て
た
ご
み
が
動
物
に
悪
影
響 

ア
ザ
ラ
シ
が
命
を
落
と
す
か
も 

海
の
生
物
が
困
る 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら 

ア
ッ
プ 



本時の指導 ② （５年２組）       指導日 令和元年 ７月１１日（木） ５校時  

（１）本時の目標 

    読み取った資料の情報をもとに、資料を活用して文章を書くことができる。 

（２）展 開 

学
習
過
程 

学習活動 
主な発問（※） 

予想される児童の反応（○） 

指導上の留意点（△） 

評価（☆） 

見
通
す 

１ 単元のゴールを確認し、 

 

２ めあてを確認する。 

 △単元の流れを共有し、予

習を確認する。 

思
考
・
判
断
・
表
現
す
る 

３ 資料を生かして文章を

書くポイントを確認する。

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分たちの伝えたいこ

とをポイントを使って文章

に書く。  

    【個人】 

 

５ 自分が書いた文章が資

料とあっているか、どのポ

イントを使っているか話し

合う。 【グループ】 

※この 4 つのポイントがどこに使われている

かな。探してみよう。 

 

 

 

※グループで選んだ資料をでポイントを使っ

て伝えたい事を４～５行で書きましょう。 

 

 

 

※書いた文章と資料が合っているか、使って

いるポイントが何か話し合いましょう。 

○伝えたいことを資料と関連させて書くだけ

でなく、考えたことも書くといいね。 

○具体的な数字を書くと、学校の中で気を付

ける人が増えると思うよ。 

△教科書の文章のどこにポ

イントを使っているのか線

を引きながら確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

△確認したポイントを使っ

てノートに４～５行で書か

せる 

。 

 

☆資料を活用した文章の書

き方のポイントを考え、読

み取った情報をもとに文章

を書いている。【書】 

   （ノート・発言） 

振
り
返
る 

６ 今日の学習を振り返

る。 

※友だちとの交流で気がついたことやどんな

アドバイスをもらったか書こう。 

○自分の体験を入れてなかったけど体験を書

くことより伝えたいことがはっきりしてき

た。 

○数値を入れて具体的に書くと、自分の伝え

たいことに合わせて書くことができた。 

△グループでの交流でポイ

ントを活用してよりよい文

章が書けたことに気付かせ

たい。 

 

 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）準備物   

 Ｐ９９の資料（１）～（４）（拡大）、教科書の文章（拡大） 

 

めあて 

読み取った資料の情報をもとに、書き方のポイントを使って文章を

書こう。 

 

呼
び
か
け
よ
う 

安
心
・
安
全
な
中
小
を
目
指
し
て 

め
あ
て 

読
み
取
っ
た
資
料
の
情
報
を
も
と
に
、
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て 

文
章
を
書
こ
う
。 

 

 

資
料
（
１
） 

 
資
料
（
３
） 

 

資
料
（
２
） 

 

資
料
（
４
） 

 

木
谷
さ
ん
の
文
章 

振
り
返
り 

 
  

①
ど
の
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
か 

 

②
体
験
を
結
び
つ
け
て 

 

③
言
葉
や
数
字
を
正
し
く
引
用 

 

④
自
分
が
考
え
た
こ
と
も
書
く 

 

自
分
の
選
ん
だ
資
料 

 
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
使
う 

 

伝
え
た
い
事
を 

 

四
～
五
行
で 

①どの資料からわかることかが書かれている。 

②体験したことも付け加えられて書かれている。 

③資料に書かれている文字や数字を正しく引用してい

る。 

④資料から考えたことも書かれている。 


